
県内における埋蔵文化財の発掘調査及び考古学上の学術技術の研究・研修を行うとともに、文化財保護思想の涵養と普及を図り、県民生活の向上と地域文化の
進展に寄与するため次の事業を実施した。

（１）埋蔵文化財の調査、保護のための発掘調査

ア　一般調査受託事業
当初契約額

変更契約額

(消費税を除く）(円）

本発掘調査　　桜田神楽場遺跡

整理　　　　　　 桜田神楽場遺跡

報告書刊行　　桜田神楽場遺跡
（成田市）

確認調査　　　下花輪荒井前遺跡

本調査　　　　 下花輪荒井前遺跡
整理　　　　　　下花輪荒井前遺跡

（流山市） 報告書刊行    下花輪荒井前遺跡

確認調査　　　 夜番Ⅰ遺跡（6）ほか10遺跡

東日本高速道路 本調査　　　　　矢作牧野馬除土手ほか7遺跡
株式会社 整理　　　　　　 千田の台遺跡（1）ほか8遺跡

（成田市・多古町・芝山町・横芝光町） 報告書刊行　　千田の台遺跡（1）ほか2遺跡

確認調査　　　 十余三四本木Ⅰ遺跡（1）ほか3遺跡

本調査　　　　　十余三四本木Ⅰ遺跡（1）ほか2遺跡
（R1） 11,939,000

（成田市・芝山町・多古町） （R2） 284,603,000

確認調査　　　 小泉坊向遺跡（2）ほか7遺跡

本調査　　　　　小泉坊向遺跡（2）ほか1遺跡

整理　　　　　　 山木遺跡（1）ほか
（成田市・芝山町・多古町）

2,871,528,000 確認調査　　　金沢台遺跡（1）-2 ほか４遺跡
(令和4年3月31日まで） （R2） 112,199,000 本調査　　　　 金沢台遺跡（1）-2 ほか4遺跡　　　

R2年度執行済額 確定額 整理　　　　　　山木遺跡（2）ほか
（成田市・芝山町・多古町） 112,199,000

5

更なる機能強化整備に係る埋蔵文化財調
査（2020）その２ 成田国際空港

株式会社

令和2年6月4日 1,120,530,000

合　　　　　　計 1,159,036,001 発掘調査 37件　合計面積 224,292.06㎡

435,030,000 令和3年3月31日

令和3年3月30日 435,030,000

6

更なる機能強化整備に係る埋蔵文化財調
査（2021） 成田国際空港

株式会社

令和3年2月25日

継続

4

更なる機能強化整備に係る埋蔵文化財調
査（2020） 成田国際空港

株式会社

令和2年2月3日 313,757,000 296,542,000

令和3年3月31日

令和3年3月30日 296,542,000

3

令和2年度首都圏中央連絡自動車道路（大
栄～横芝）埋蔵文化財発掘調査 令和2年4月1日 345,854,000

310,418,001 令和3年3月31日

令和3年3月22日 310,418,000

令和3年2月17日 8,151,000

2

水質試験棟築造に伴う埋蔵文化財調査

北千葉広域
水道企業団

令和2年7月3日 15,016,000

（消費税を除く）(円)

1

令和2年度一般国道51号（大栄拡幅）改築
工事に伴う埋蔵文化財調査

国土交通省

令和2年8月7日 12,175,000

8,151,000 令和3年3月31日

8,635,000 令和3年3月15日

令和3年3月5日 8,635,000

      令和２年度　事業報告等について

１－１　文化財の発掘調査及び普及啓発事業（公益目的事業）

番
号

事　　　業　　　名
（　市　町　村　名　）

委　　託　　者
当初契約年月日
変更契約年月日

精　　算　　額
終　　了　　日 備　　　　考



　 イ　発掘支援受託事業
当初契約額

変更契約額

(消費税を除く）(円）

（変更契約）　履行期間の延長・賃金単価の変更
原契約：令和元年5月27日～令和2年3月31日

変更後：令和元年5月27日～令和2年6月30日

（変更契約）　履行期間の延長
変更契約締結日：令和3年3月24日

原契約：令和2年5月27日～令和3年3月31日

変更後：令和2年5月27日～令和3年6月30日

（変更契約）　履行期間の延長

原契約：令和2年3月20日～令和2年12月31日

変更後：令和2年3月20日～令和3年3月25日
（流山市）

（２）埋蔵文化財の出土品整理、報告書刊行
ア　報告書の刊行
番
号 備　　考

1 第783集

2 第784集

3 第785集

4 第786集

5 第787集

首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書39　－成田市一坪田入Ⅱ遺跡（3）～（5）・多古町五反田栗島遺跡（1）－

流山市下花輪荒井前遺跡2　－水質試験棟築造に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－

一般国道51号（大栄拡幅）埋蔵文化財調査報告書　－成田市桜田神楽場遺跡－

合　　　　　　計 436,639,461 発掘調査 22件　　合計面積 48,420㎡

報　　　告　　　書　　　名

首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書37　－多古町千田の台遺跡（1）－

首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書38　－多古町大塚台遺跡（1）～（3）－

49,929,000

40,902,000 令和3年3月25日

令和2年10月22日 40,902,000

（流山市・柏市・八千代市・市川市・八街市・
成田市・印西市・君津市・市原市）

3

大畔中ノ割遺跡（新設中学校）発掘調査業
務（B工区）

流山市

令和2年3月19日

（流山市・柏市・印西市・君津市・市原市・袖
ケ浦市）

令和2年3月26日

2

（令和２年度契約分）
埋蔵文化財発掘調査支援業務

千葉県

令和2年5月27日

単価契約 358,901,726 令和3年3月31日

備　　　　考

（消費税を除く）(円)

1

（令和元年度契約分）
埋蔵文化財発掘調査支援業務の変更契約

千葉県

令和元年5月27日

単価契約 36,835,735 令和2年6月30日

番
号

事　　　業　　　名
（　市　町　村　名　）

委　　託　　者
当初契約年月日
変更契約年月日

精　　算　　額
終　　了　　日



（３）　普及事業等

　　ア　普及事業
 番

 号

 事　　　　項  内　　　　　　　　　　容 備　　　　　考

1 遺跡見学会
　発掘作業及び整理作業の成果を、児童・生徒を含む県民に広く
公開して、埋蔵文化財への理解と関心を深める一助とする。

令和２年度は、事業者の要望及び新型コロナウイルス感染症の拡大により、開催を見送った。

2 出土遺物公開事業

【展示会場】
（１）流山市立博物館
　会期　令和2年7月18日(土)～令和2年8月30日(日) 　  54日間
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                       入場者　 2,939名
（２芝山町立芝山古墳・はにわ博物館
　会期　令和2年10月3日(土)～令和2年11月29日(日)　　58日間
       　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　                             入場者 　1,613名
（３）千葉県立中央博物館（中止）
　会期　令和3年1月9日(土)～令和3年2月14日(日)
 
                             　　　                                  展覧会入場者総数　 4,552名

【展示解説会】
（１）流山市立博物館
　　実施日　令和2年7月25日（土）・8月8日（土）・8月22日（土）　　  　　参加者数60名
（２）芝山町立芝山古墳・はにわ博物館
　　実施日　令和2年10月10日（土）・10月24日（土）・11月21日（土）　  参加者数56名
（３）千葉県立中央博物館
　　実施日　中止
　
【講演会】
　会場  千葉県立中央博物館講堂　令和3年1月31日（日）　　中止

【ワークショップ】
（１）流山市立博物館（土器洗い）
　　実施日　令和2年8月5日（水）・8月21日（金）　　　　　　　　　　　  　　参加者数65名
（２）芝山町立芝山古墳・はにわ博物館（ミニュチュアはにわづくり）
　　実施日　令和2年11月8日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   参加者数20名

　出土品の有効活用及び県民の埋蔵文化財への理解促進と文
化財保護思想の普及を目的とする事業である。
　令和２年度は、「北方交流録－北とつながる五つの物語－」と題
し、２会場（流山市立博物館・芝山町立芝山古墳・はにわ博物館）
で、旧石器時代から近世にわたる歴史上または学術上価値の高
い資料を解説パネルとともに紹介した。
　あわせて関連事業として、展示解説会、講座を開催した。
　なお、当初計画していた千葉県立中央博物館を会場とした展示
と講演会は、緊急事態宣言発出により中止した。



 番

 号

1,948,409

  令和元年度　　　　〃 1,932,915

　平成30年度　　　　〃 1,938,756

　平成29年度　　　　〃 2,127,246

　平成28年度　　　　〃 2,735,738

　平成27年度　　　　〃 3,434,027

　平成26年度　　　　〃 3,691,651

　平成25年度　　　　〃 2,844,937

　平成24年度　　　　〃 789,884

　平成23年度　　　　〃 189,237

　平成22年度　　　　〃 157,356

「房総の文化財」60号（令和3年3月30日発行）
　Ａ４版　10,000部
　配布先　博物館、図書館、公民館、県内小中学校等

　令和2年度年間総アクセス数

 事　　　　項  内　　　　　　　　　　容 備　　　　　考

3 広報紙の発行

　当財団の業務内容や埋蔵文化財について広く一般に紹介し、
発掘調査や埋蔵文化財が身近なものであることの認識を深めて
もらうとともに、文化財保護の重要性について理解を図るため、
広報紙を作成し、学校及び生涯学習施設等に配布した。

4 年報の刊行
　令和元年度事業の内容や成果等を取りまとめて「年報」を作成
し、配布した。

「千葉県教育振興財団文化財センター年報 No.45－令和元年度－」
　（令和2年8月27日発行）
　Ａ４版　700部
　配布先　教育委員会、大学、博物館、図書館等

5 ホームページの公開

　当財団の業務と調査成果等を全国に紹介した。
　展覧会、現地説明会、各種事業について随時掲示した。また、
広報紙・研究連絡誌のダウンロードページを更新した。
　併せて、調査報告書一覧、パンフレット類、申請書類、所在地・
連絡先を掲示し、配布業務の軽減を図った。



　　イ　研究事業（各種研修・全国埋蔵文化財法人連絡協議会等を含む）

1

2

4

令和2年6月11日（木）

令和2年10月29日（木）
　～10月30日（金）
令和2年7月17日（金）
令和2年12月18日（金）
令和2年7月17日（金）
　～令和2年7月21日（火）
令和3年3月16日（火）
　～令和3年3月23日（火）
中止

   １名参加

   １名参加

   ２名参加
   参     加
   参　　 加

   参　　 加
 

3 各種研修会等

調査・研究図書の整備

　埋蔵文化財発掘調査報告書等の資料整理・公開などを実施した。
　　蔵書データ数132,044冊
　　令和2年度受入図書2,753冊（購入263冊、寄贈2,301冊、他189冊）
　　令和2年度図書室利用状況（利用者数3,004人、貸出数3,350冊）

番
号

事　　　　　項

全国埋蔵文化財法人連
絡協議会等

　 33名参加
   32名参加

○第41回総会
　
○令和2年度全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会
　
○令和2年度関東ブロック第１回協議会（総会）
○令和2年度関東ブロック第２回協議会
○令和2年度第１回関東考古学フェア実行委員会
 
○令和2年度第２回関東考古学フェア実行委員会
 
〇関東考古学フェア実行委員会主催
  遺跡発表会「発掘された関東の遺跡2020」

内　　　　　　　　容

研究連絡誌の刊行
  技術職員の資質向上及び相互の調査研究に係わる研鑽のため、 研究連絡誌第83号・第84号を刊行した。
　Ａ４版　700部
　配布先　教育委員会、大学、博物館、図書館等

本部４階会議室、芝山町立地場山古墳・はにわ博物館
本部４階会議室
オンライン受講

オンラインによる総会

にぎたつ会館（愛媛県松山市）

オンラインによる総会
紙面により開催
メールによる遠隔開催

メールによる遠隔開催

〇第１回職員研修会
〇第２回職員研修会
〇令和２年度埋蔵文化財担当職員等講習会

令和2年10月8日（木）
令和3年3月18日（木）
令和2年8月26日（水）



１－２　労働者派遣事業（収益事業）

埋蔵文化財発掘調査の円滑な実施に寄与するため必要な労働者を派遣して行う本事業は、該当する事業の受託がなかったため、実施しなかった。



(１)「房総のむら」指定管理業務受託に係る事業

千葉県教育委員会からの指定を受け、房総のむら（千葉県印旛郡栄町龍角寺１０２８）の管理運営を行った。

ア　協定期間　　平成３１年４月１日～令和６年３月３１日（５年間）

イ　委託金額　　２，０３１，９５２千円（税込）　　

（内訳　　H31：415,400千円　R2：400,152千円　R3：378,000千円　R4：419,200千円　R5：419,200千円）　

ウ　利用状況等（総括）

R２年度 R元年度 前年度比

197 280 △ 83

68,224 216,780 △ 148,556

　うち有料 21,908 55,348 △ 33,440

　うち無料 46,316 161,432 △ 115,116

22 736 △ 714

団体入館者数 3,912 50,273 △ 46,361

個人入館者数 64,312 166,507 △ 102,195

外国人入場者数 38 6,814 △ 6,776

体験者数 17,333 103,060 △ 85,727

　うち当日体験 16,638 62,630 △ 45,992

　うち予約体験 489 6,565 △ 6,076

　うち団体体験 206 33,865 △ 33,659

ロケ使用回数 9 20 △ 11

　うち映画 0 3 △ 3

　うちﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏ 5 5 0

　うちＣＭ 1 0 1

　うちその他 3 12 △ 9

開館日数

入館者数

２　社会教育等支援事業(公益目的事業)及び県立施設における利用者サービス事業等(収益事業)

団体数

※緊急事態宣言の発出に伴い令和２年４月１日から５月２４日、令和３年１月９日から３月２１日まで臨時休館となった。

※年間３０６日の開館を予定していたが、１９７日の開館にとどまった。



エ　主な年間事業の報告

実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

【体験・実演】

通年 68,224

収益（税抜）

381,503,995

17,366

費用（税抜）

365,585,729

23,862

3,131

2,520

11/3(火・祝) 1,203

1/5(火)・6(水) 1,527

さくらめぐり 4,965

30

8月2日：邦楽囃子入門

11/1(日) 38

11月1日：龍角寺古墳群と上福田岩屋古墳

館内で咲き誇る約300本の「桜」を広く県民に紹介し、「春」や「桜」に関する実
演、体験を実施した。

8/2(日)

「夏を楽しむ」をテーマに夏にちなんだ製作体験や大道芸パフォーマンスを行うと
ともに、夏の暑さからのがれて涼を求める風物詩を再現した。浴衣の方は入場無
料。

むらのお正月

8/1(土)～
　8/10(月・祝)

10/3(土)・4(日)

3/23(火)～
　　　3/28(日)

むらの夏

考古学講座

民俗芸能や大道芸、子どもの日にちなんだ展示（鯉のぼりや鍾馗幟など）や体験の
ほか、伝統的工芸品の実演や販売などを行う。

千葉県ゆかりの人々の活躍を軸に、オリンピック・パラリンピックと千葉県におけ
る近代スポーツの歩みについて紹介した。

体験を楽しむのに絶好の季節である秋に、房総のむらで行っている各種の体験を通
して、房総のむらが「3密」を回避できる開放的な施設であることを周知した。

日本の伝統的な芸能や遊びについてわかりやすく解説しながら体験し、江戸の庶民
文化への理解を深めた。

澄み切った青空のもとで、様々な実演や体験、展示を実施することで、房総のむら
の活動を県民にアピールするとともに、「3密」を回避できる開放的な施設であるこ
とを周知した。入場無料。

日本の伝統的な正月飾りの展示及び正月ならではの箏の演奏や大道芸の披露、体験
を実施することにより、来館者が年の始まりの華やかさを体感できる場を提供し
た。さらに、房総のむらの活動を県民にアピールするとともに、「3密」を回避でき
る開放的な施設であることを周知した。和服の方は入場無料。

むらの秋

主な事業・企画名

（むらの縁日・夕涼み　8/9・8/10）　中止

農家・商家・武家屋敷などでの体験・実演

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

（ふるさとまつり　11/3）　中止

（むらのお正月　1/2・1/3）　中止

（さくらまつり　3/27・3/28）　中止

房総のむら秋日和

（秋のまつり　10/3・10/4）　中止

（春のまつり　5/3～5/5）　中止

【講座・講演会・見学会等】

伝統芸能入門

（1月17日）　中止

（6月15日）　中止

※6月7日から日程変更

【イベント】

事業種別

屋外展示「千葉のまつり」

農家では野菜の収穫や農具体験、ぼっち笠作りの実演などを行い、商家や武家屋敷
などでは、茶道、そば打ち、太巻き寿司作り、絵付け、紙漉きなどの体験のほか、
杉玉作りなどの実演も行った。

県内の様々なまつりの中から、安房・上総・下総の房総の三地域において、「まつ
り」の伝統的な姿を継承しているもので、地域的な特色をよく伝えているものを取
り上げ、その諸相を紹介するとともに、「まつり」の本質や継承の難しさなどを考
える機会とした。

7/22(水)～
　9/22(火・祝)

10/3(土)～
　11/23(火・祝)

【展覧会】

合同企画展示
『「オリンピック・パラリンピック」と千葉の
スポーツ史』

令和元年度の企画展「龍角寺古墳群とその時代」に関連したテーマで職員による講
演会を行った。



実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

20

10月24日：野生のきのこ (10)

11月29日：コケ植物 (10)

10/18(日) 親子を対象に自然に親しんでもらうため、体験的な観察会や教室事業を行った。 18

10月18日：やさしいきのこ観察会

9/27(日) 6

9月27日：流山市

教職員を対象とした博物館活用研修会 7/31(金) 3

10/25(日) 江戸時代風景に合う落語を上演した。 76

10月25日：柳家三之助（落語）

10/17(土) 千葉交響楽団の楽団員による演奏会を旧学習院初等科正堂で開催した。 80

11/23(月・祝) 150

【物品販売】 収益（税抜）

　売店 通年 2,902,399

【ロケ】 随時

費用（税抜）

1,948,579

10/24(土)・
11/29(日)

利用者
サービス事業
（収益事業）

北総江戸めぐり

ユニセフ･ラブウォーク in 房総のむら

（5月31日：柳家三三）　中止

（2月28日：柳家三三）　中止

（3月14日：松戸市）　中止

（10月10日：秋の植物）　中止

（7月11日：夜の虫たち（夏））　中止

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

「こわでん」、「流行感冒」などのNHKBSプレミアムのドラマ、そしてNHK国際放送
の「NINJA　TRUTH」やCMなど計9件のロケを受け入れ、房総のむらの知名度向上に役
立てた。

房総のむら総合案内所「総屋」において、房総の伝統的工芸品や来館の記念となる
房総のむらオリジナルグッズ、生産物等を販売した。

千葉県立中央博物館と連携し、房総のむらの豊かな里山の自然環境を活かして、植
物などの自然観察会を行った。

江戸時代に栄え、今にその歴史を伝える北総の名所をめぐり、歴史的な建造物や当
時の生活などへの理解を深めた。

房総のむらとその周辺を会場に、歴史と自然を学びながら、国際理解を深めること
を目的とした事業を実施した。千葉県ユニセフ協会との共催事業である。

教職員を対象に、学校教育への支援の一環として、房総のむらを学校教育で利用す
る場合の学習ポイントなどを説明した。

子ども里山観察会

歴史の里の音楽会

房総座（房総のむら落語会）

事業種別 主な事業・企画名

里山観察会



（２）「鴨川青年の家」指定管理業務受託に係る事業

千葉県教育委員会からの指定を受け、鴨川青年の家（千葉県鴨川市太海１２２－１）の管理運営を行った。

ア　協定期間　　平成２８年４月１日～令和３年３月３１日（５年間）

イ　委託金額　　５１１，６５３，６３５円（税込）　　

　　（内訳　　H28：101,765,000円　H29：101,765,454円　H30：101,765,454円　H31：102,707,727円　R2：103,650,000円）　

ウ　利用状況等（総括）

R2年度 R元年度 前年度比

278 341 △ 63

18,924 59,859 △ 40,935

8,229 31,654 △ 23,425

　　　団体数 274 489 △ 215

　うち個人 1 8 △ 7

　うち団体 273 481 △ 208

ｶｯﾀｰ利用者数 0 9,047 △ 9,047

ｶｯﾀｰ利用延べ艇数 0 366 △ 366

ｼｰｶﾔｯｸ利用者数 2,684 1,560 1,124

ｼｰｶﾔｯｸ利用延べ艇数 1,344 776 568

創作活動参加者数 1,798 2,757 △ 959

創作活動参加団体数 33 59 △ 26

※緊急事態宣言の発出に伴い令和２年４月１日から６月１日の間休所となった。また、２回目の緊急事態宣言の発出により、
　令和３年１月８日から３月２２日の間新規の予約の受入れを中止した。

※年間３０７日の開所を予定していたが、２７８日の開所にとどまった。

　うち宿泊者

開所日数

利用者数



エ　主な年間事業の報告

実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

春を満喫！! 房総ハイキング! 4/18(土) 春の暖かい気候を感じながら、生きものや植物の冬からの様子の変化を観察する。 中止

4/26(日)
ダッチオーブンを使ってローストチキンをつくり、アウトドア料理をみんなで楽し
む。

中止

フラワーアレンジメント 5/9(土)
牛乳パックや和紙などの身近な素材を使っての花器づくりや花材を生かした作品づ
くりを通して、華道の楽しさを体験する。

中止 収益（税抜）

春だ！みんなでキャンプ料理を作ろう! 5/30(土) ダッチオーブンを使ってパエリアを作り、みんなでキャンプ料理を楽しむ。 中止 98,743,768

真夏のウォータースプラッシュ２０２０ 7/19(日)
塩ビ管の特性を活かしたオリジナルな水鉄砲を作り、その水鉄砲を使ってゲームを
楽しんだ。

19

シーカヤック　～レクレーション編～ 7/23(木・祝)
親子で協力しながらシーカヤックで海を滑走する楽しさを体験した。レクリエー
ションを通してマリンスポーツの魅力を味わった。

23 費用（税抜）

カブト虫やクワガタ虫を探そう
8/1(土)・
2(日)

甲虫等の採集を通して自然とふれあい、自然の大切さに気づき環境を大切にしよう
とする態度を養った。

18 93,395,832

磯の生き物を観察しよう 8/5(水)
千葉県立中央博物館分館海の博物館の研究員を講師に招き、磯観察を通して海や磯
の生き物への関心を高める。

中止

8/8(土)・
9(日)

コロナ感染症予防から計画していたカッターを中止とし、ステップアップシーカ
ヤックと内容を変えて、マリンスポーツの楽しさを親子体験した。

17

体験活動指導者研修会 8/21(金)
マリンスポーツ（シーカヤック）と野外炊事（カレー、飯盒炊飯）を通しての体験
学習等での指導者の指導力向上を図る。

中止

初心者サーフィン教室 8/25(火)
サーフィン発祥の地である鴨川の海岸でサーフィンの楽しさを体験すると共に、海
の環境について関心を高める。

中止

トレジャーハンティング　ブルーダック海の宝探し 8/30(日)
ビーチコーミングを通して自然の大切さに気づき環境を大切にしようとする態度を
養った。

17

シーカヤック　～ゲーム編～ 9/6(日)
親子で協力しながらシーカヤックで海を滑走する。勝敗を競いながら、レクリエー
ションとは違うマリンスポーツの楽しさを体験する。

中止

食欲の秋！ アウトドア料理を作ろう! 10/3(土)
ダッチオーブンを使ってなすとトマトのミートグラタンをつくり、アウトドア料理
をみんなで楽しんだ。

10

ハッピーハロウィンパーティーinかもせい 10/31(土)
ハロウィンの行事を通して、世代間交流を楽しく行う。また、日本の文化との共通
点や相違点を見つけ異文化について理解する。

中止

野外活動研修会「嶺岡牧を訪ねて」 11/8(日)
嶺岡に広がる嶺岡牧を歩きながら、鴨川の歴史に触れ、野外活動の楽しさを体感し
た。

6

第８回ブルーダック子ども文化展 11/8(日)
鴨川青年の家の利用団体及び安房地域の園児、小中学生から絵画や書写等の作品を
広く募集展示し、受賞者を表彰する。

作品数
1692点

第３２回　鴨川青年の家まつり 11/8(日)
子どもから高齢者まで年代を超えた様々な方が鴨川青年の家に集い、「鴨川青年の
家まつり」をともに運営したり、楽しんだりすることにより、参加者相互の理解を
深める。

中止

晩秋の房総の山を歩こう 11/28(土) 地元ガイドの説明を受けながら楽しく歩き、晩秋の房総の山を満喫した。 10

カヤック大冒険～みずうみ編～ 12/5(土) 晩秋の亀山湖の紅葉を愛でながら、幻の滝を探してカヤックツーリングを行った。 14

主な事業・企画名事業種別

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

春が来た！アウトドア料理を作ろう!

親子でステップアップシーカヤック
（親子でカッター＆シーカヤック2020）



実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

クリスマスリースづくり 12/13(日)
自然の中から自分で探した材料を使って、季節を感じながらオリジナルなクリスマ
スリースを作った。

19

スキルアップ卓球教室 12/19(土) 経験豊富なコーチ陣のもと、卓球の技術向上を図る。 中止

お正月を彩る　   ミニ門松づくり 12/20(日) お正月に向けて楽しみながら、ミニ門松を作った。 27

第２回鴨青オリパラピック 1/14(木)
スポーツを通して、運動することの楽しさや健康増進をねらっている。外に出て人
と触れ合ったり、コミュニケーションの機会の増加につなげる。

中止

かもせいバレンタイン大作戦 2/7(日) 小グループで様々なお菓子を作りながら、協力することの大切さや楽しさを学ぶ。 中止

2/13(土)・
14(日)

多くの民話が残っているカノープス（布良星）を探したり、鴨川松島に昇る朝日を
見たりすることで、鴨川の自然の素晴らしさを体感する。

中止

ブルーダック子ども教室 通年
地域の子ども会や学童クラブへの支援事業で、各会に所属する子どもたちが様々な
活動を体験することにより、生活体験を増やし好ましい人間関係づくりを学ぶ。

0

ブルーダック土曜スクール 通年
地域の土曜スクールへの支援事業で、子どもたちに様々な活動の場を提供し、社会
経験を増やすとともに好ましい人間関係づくりを学んだ

327

ブルーダック旗争奪親善少年ソフトボール大会
11/28(土)・
29(日)・
12/6(日)

鴨川市内・市外のソフトボールチームの親善試合を通して、技術の向上や近隣地区
の子ども同士の親睦を深めるとともに、青少年の健全育成の一助とした。

延べ952

この本だいすき　房州鴨川セミナー 1/17(日)
子どもたちにたくさんの良い本に出会わせ、豊かな心の成長をはぐくむことについ
て、児童文学作家や絵本作家を招き、教師、父母と学び合う。

中止

地曳網体験とユニセフ学習会 9/21(月・祝)
世界の子どもたちの支援活動を行うユニセフについての学習会を行うとともに、地
曳網体験を通して豊かな心の育成を図る場とする。

中止

水田杯中学校野球大会 未定
野球を通して生徒相互の交流及び実践の場を広げるとともに、野球技術の向上と心
身の健全な育成を図る。

開催なし

オール連弾ピアノコンサート 11/29(日) 連弾による音の重なりを楽しんでもらい、生の音楽を聴く機会を作った。 24

利用者サービス事業 通年

収益（税抜）

136,961

費用（税抜）

251,603

利用者の利便性の向上を図るため、自動販売機を設置して清涼飲料水などを提供す
る。

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

事業種別 主な事業・企画名

太平洋から昇るカノープスを探そう
                     鴨川松島の日の出を見よう

利用者
サービス事業
（収益事業）



　実施した。

（１）造成事業
　　ア 造成状況
　　  　県・市町村出捐金 0円
　　　  企業・団体・個人などの民間寄附 274,679円
　　　  記念品付募金（クオカード） 1,140,515円
　　　　自動販売機手数料 515,781円
　　　　　　　　　合　計 1,930,975円

　　イ 造成累計　 1,240,864,007円 ・・・造成進捗率（62.0％）

（２）助成事業
　　  助成状況
　　　　千葉県スポーツ協会 1件 1,291,121円
　　　  千葉県レクリエーション協会 1件 1,070,000円
　　　  千葉県スポーツ推進委員連合会 1件 871,505円
　　　  市町村 20件 2,622,771円
　　　  千葉県障がい者スポーツ協会 1件 300,000円
　　　　総合型地域スポーツクラブ 3件 161,880円
　　　　　　　　　合　計 27件 6,317,277円

（３）運営

        　　　　　〃　　　　　審査委員会　　　　　　（　　〃　　１２月　４日）

        千葉県スポーツ振興基金募金推進委員会幹事会　（令和　２年　４月１７日）書面による
        　　　　　〃　　　　　募金推進委員会　　　　（  　〃　　　５月２１日）書面による
        　　　　　〃　　　　　助成事業説明会　　　　（　　〃　　　９月　４日）

　の管理運営
 　千葉県スポーツ振興基金 　　本県のスポーツ事業やレクリエーション活動の振興を図るため，スポーツ振興基金の管理運営に関する業務を

３　千葉県スポーツ振興基金の管理運営事業（公益目的事業）

　千葉県スポーツ振興基金の運用益による継続的な財源の下、県内のスポーツ団体等への助成を通じ、千葉県の生涯スポーツ及び
競技スポーツの振興を図った。

事　業　名 事　　　業　　　概　　　要



４ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況 

 

当財団では、理事及び職員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため、各規程及び各要綱等を整備し、これに基づき、具

体的な取り組みを行っています。 

 また、当該規程等の運用状況について重要な不備がないか、管理部門及び事業部門において常時、相互チェックを行っています。令和２年

度の具体的な取り組みは次のとおりです。 

 

(１) 内部監査 

内部監査実施要領に基づき、財団運営の適正かつ能率的な運営に資することを目的として、対象所属の事務の実施状況等を確認した。 

これによる特筆すべき注意事項等はなく、概ね適正であった。 

なお、令和２年度は文化財センター及び房総のむらにおいて、実施をした。    

 

(２) 個人情報関係の監査 

    個人情報保護基本規程に基づき、監査員を編成し、監査計画により個人情報の適正管理について内部監査を実施するとともに、不適

合事項及び改善を要する事項の相互確認を行い、適正な個人情報の取扱い等の確保に努めた。 

 

(３) コンプライアンス研修 

    個人情報の取扱いを主題として、各所属を対象に個人情報保護基本規程に基づく研修を実施し、職員の意識の向上に取組んだ。 
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